
(57)【要約】

【課題】帽子の外観形状を変更させて異なる帽子として

使用できる多機能性帽子を提供する。

【解決手段】半球状の帽子本体１やサンバイザー６のよ

うな基本の外観形状の帽子を一体化してスポーツ帽子１

０に変更させたり、帽子本体１に環状つば８を取付けて

一体化してつば付き帽子１１に変更させたりしてスポー

ツ帽子１０、つば付き帽子１１として使用できるように

した。

【選択図】　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ フ ァ ス ナ テ ー プ の 側 端 部 に フ ァ ス ナ 務 歯 が 複 数 配 設 さ れ る と と も に ス ラ イ ダ が フ ァ ス
ナ ー 務 歯 に 沿 っ て 摺 動 可 能 に 嵌 装 さ れ る 第 １ フ ァ ス ナ チ ェ ー ン を 下 縁 全 周 に 取 付 け た 帽 子
本 体 と 、 前 記 第 １ フ ァ ス ナ チ ェ ー ン の フ ァ ス ナ 務 歯 と か み 合 う フ ァ ス ナ 務 歯 が 第 ２ フ ァ ス
ナ テ ー プ の 側 端 部 に 複 数 配 設 さ れ る 第 ２ フ ァ ス ナ チ ェ ー ン を 上 縁 全 周 に 取 付 け た 帯 状 体 に
ひ さ し が 取 付 け ら れ た サ ン バ イ ザ ー と 、 前 記 両 フ ァ ス ナ チ ェ ー ン と 同 様 の 形 態 の 第 ３ フ ァ
ス ナ チ ェ ー ン を 上 縁 全 周 に 取 付 け た 環 状 つ ば と を 組 合 せ た こ と を 特 徴 と す る 多 機 能 性 帽 子
。
【 請 求 項 ２ 】
サ ン バ イ ザ ー の 第 ２ フ ァ ス ナ チ ェ ー ン に 前 記 ス ラ イ ダ を 嵌 装 さ せ て 第 ２ フ ァ ス ナ チ ェ ー ン
と 第 １ フ ァ ス ナ チ ェ ー ン を 着 脱 可 能 に 接 合 し て 前 記 帽 子 本 体 を 前 記 サ ン バ イ ザ ー と 一 体 化
し て ス ポ ー ツ 帽 子 を 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 多 機 能 性 帽 子 。
【 請 求 項 ３ 】
環 状 つ ば の 第 ３ フ ァ ス ナ チ ェ ー ン に 前 記 ス ラ イ ダ を 嵌 装 さ せ て 第 ３ フ ァ ス ナ チ ェ ー ン と 第
１ フ ァ ス ナ チ ェ ー ン を 着 脱 可 能 に 接 合 し て 前 記 帽 子 本 体 に 前 記 環 状 つ ば を 取 付 け て つ ば 付
き 帽 子 を 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 多 機 能 性 帽 子 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 考 案 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 考 案 は 帽 子 の 基 本 の 外 観 形 状 を 他 の 外 観 形 状 に 変 更 し て 使 用 で き る 多 機 能 性 帽 子 に 関 す
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
こ の よ う な 多 機 能 性 帽 子 と し て は 、 日 除 け 用 と し て の 本 来 の 使 い 方 以 外 に 、 大 小 ２ 種 類 の
巾 着 と し て も 使 え る 帽 子 が 知 ら れ て い る 。 （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 公 平 ８ － ３ ３ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 特 許 文 献 １ （ 実 開 平 ４ － ６ ９ ４ １ ６ 号 公 報 ） に 記 載 さ れ た 帽 子 は 、 基 本 の 外 観 形 状 は
頭 部 に か ぶ る ク ラ ウ ン の 下 縁 全 周 に ブ リ ム （ つ ば ） を 縫 着 し た 布 製 の 帽 子 で あ る 。 そ の ク
ラ ウ ン は ク ラ ウ ン 胴 部 と ク ラ ウ ン 頂 部 と の ２ 部 か ら 構 成 し 、 該 ク ラ ウ ン 胴 部 と ク ラ ウ ン 頂
部 の 下 端 縁 全 周 に 亘 っ て 係 脱 自 在 と な す 係 脱 手 段 を 設 け 、 該 係 脱 手 段 に よ り 上 記 下 端 縁 同
志 が 結 合 さ れ た 状 態 で ク ラ ウ ン 胴 部 は 内 部 で 二 つ 折 さ れ て い る が 、 係 脱 手 段 の 結 合 を 解 く
こ と で 、 該 二 つ 折 さ れ て い た 個 所 を 真 っ 直 ぐ 延 ば す こ と が で き る よ う に な す と 共 に 、 上 記
ク ラ ウ ン と ブ リ ム の 連 結 個 所 を 絞 る こ と が で き る 緊 縛 体 を 装 着 し た も の で あ る 。 こ の 帽 子
は 、 係 脱 手 段 に よ り 下 端 縁 同 志 が 結 合 さ れ て 、 ク ラ ウ ン 胴 部 が 内 部 で 二 つ 折 さ れ て い る 状
態 に お い て 、 頭 部 に か ぶ る ク ラ ウ ン の 下 縁 全 周 に プ リ ム を 縫 着 し た 帽 子 で あ り 、 ク ラ ウ ン
と プ リ ム の 連 結 個 所 を 絞 る こ と で 小 さ な 容 量 の 巾 着 と し て の 使 用 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 係
脱 手 段 の 結 合 を 解 く こ と で 二 つ 折 さ れ て い た 個 所 （ ク ラ ウ ン 胴 部 ） を 真 っ 直 ぐ 延 ば す と 大
き な 容 量 の 巾 着 と し て の 使 用 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 帽 子 は 、 基 本 の 外 観 形 状 を 他 の 形 状 に 変 更 さ せ て 巾 着 と し て
も 使 え る が 、 帽 子 と し て の 機 能 は 損 な わ れ て し ま う 。 と こ ろ が 、 基 本 の 外 観 形 状 を 他 の 形
状 に 変 更 さ せ た と き に も 帽 子 と し て 使 用 し た い と い う 要 求 が あ り 改 善 が 望 ま れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 考 案 は 、 基 本 の 外 観 形 状 の 帽 子 を 他 の 形 状 に 変 更 さ せ て も 外 観 形 状 の 異 な る 帽 子 と し て
使 用 で き る 多 機 能 性 帽 子 を 提 供 す る も の で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ 記 載 の 考 案 は 、 第 １ フ ァ ス ナ テ ー プ の 側 端 部 に フ ァ ス
ナ 務 歯 が 複 数 配 設 さ れ る と と も に ス ラ イ ダ が フ ァ ス ナ ー 務 歯 に 沿 っ て 摺 動 可 能 に 嵌 装 さ れ
る 第 １ フ ァ ス ナ チ ェ ー ン を 下 縁 全 周 に 取 付 け た 帽 子 本 体 と 、 前 記 第 １ フ ァ ス ナ チ ェ ー ン の
フ ァ ス ナ 務 歯 と か み 合 う フ ァ ス ナ 務 歯 が 第 ２ フ ァ ス ナ テ ー プ の 側 端 部 に 複 数 配 設 さ れ る 第
２ フ ァ ス ナ チ ェ ー ン を 上 縁 全 周 に 取 付 け た 帯 状 体 に ひ さ し が 取 付 け ら れ た サ ン バ イ ザ ー と
、 前 記 両 フ ァ ス ナ チ ェ ー ン と 同 様 の 形 態 の 第 ３ フ ァ ス ナ チ ェ ー ン を 上 縁 全 周 に 取 付 け た 環
状 つ ば と を 組 合 せ た こ と を 特 徴 と す る 多 機 能 性 帽 子 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 請 求 項 ２ 記 載 の 考 案 は 、 サ ン バ イ ザ ー の 第 ２ フ ァ ス ナ チ ェ ー ン に 前 記 ス ラ イ ダ を 嵌
装 さ せ て 第 ２ フ ァ ス ナ チ ェ ー ン と 第 １ フ ァ ス ナ チ ェ ー ン を 着 脱 可 能 に 接 合 し て 前 記 帽 子 本
体 を 前 記 サ ン バ イ ザ ー と 一 体 化 し て ス ポ ー ツ 帽 子 を 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 多 機 能 性 帽 子 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 請 求 項 ３ 記 載 の 考 案 は 、 環 状 つ ば の 第 ３ フ ァ ス ナ チ ェ ー ン に 前 記 ス ラ イ ダ を 嵌 装 さ
せ て 第 ３ フ ァ ス ナ チ ェ ー ン と 第 １ フ ァ ス ナ チ ェ ー ン を 着 脱 可 能 に 接 合 し て 前 記 帽 子 本 体 に
前 記 環 状 つ ば を 取 付 け て つ ば 付 き 帽 子 を 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 多 機 能
性 帽 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 考 案 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 考 案 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ （ ａ ） は 帽 子 本 体 の 斜 視 図 、
図 １ （ ｂ ） は サ ン バ イ ザ ー の 斜 視 図 、 図 １ （ ｃ ） は 環 状 つ ば の 斜 視 図 、 図 ２ は 帽 子 本 体 と
サ ン バ イ ザ ー と の 一 体 化 を 説 明 す る た め の 斜 視 図 、 図 ３ は 帽 子 本 体 に 環 状 つ ば を 取 付 け た
つ ば 付 き 帽 子 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ （ ａ ） に 示 す 帽 子 本 体 １ は 布 製 で 外 観 が 半 球 状 で あ り 、 そ の 下 縁 ２ の 全 周 に は フ ァ ス
ナ チ ェ ー ン ３ ａ が 縫 い 合 せ て 取 付 け ら れ て い る 。 帽 子 本 体 １ は 、 半 球 状 に 縫 い 合 せ た １ 枚
の 布 地 で 形 成 さ れ た も の で も 良 い し 、 半 球 状 に 縫 い 合 せ た 布 地 ２ 枚 の 縁 を 縫 い 合 せ て 表 裏
の 生 地 が 別 の 布 地 で 形 成 さ れ た も の 、 又 は 球 状 に 縫 い 合 せ た １ 枚 の 布 地 で 形 成 さ れ た も の
を ２ つ に 折 り 返 し て 半 球 状 に 形 成 さ れ た も の で も 良 い 。 フ ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ａ は 、 フ ァ ス
ナ テ ー プ ４ の 側 端 部 に 複 数 の フ ァ ス ナ 務 歯 ４ ａ ， ４ ａ ， … が 取 付 け ら れ て 配 設 さ れ た も の
で あ る 。 ま た 、 フ ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ａ に は ス ラ イ ダ ５ が 嵌 装 さ れ て お り 、 ス ラ イ ダ ５ の 引
手 ５ ａ を 操 作 す る こ と で フ ァ ス ナ ー 務 歯 ４ ａ ， ４ ａ ， … に 沿 っ て ス ラ イ ダ ５ が 摺 動 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ （ ｂ ） に 示 す サ ン バ イ ザ ー ６ は 布 製 で 、 環 状 の 帯 状 体 ６ ａ の 前 方 の 部 分 に ひ さ し ６ ｂ
が 取 付 け ら れ 、 帯 状 体 ６ ａ で ひ さ し ６ ｂ を 頭 部 に 取 付 け る も の で あ る 。 帯 状 体 ６ ａ の 後 方
に は 、 帯 状 体 ６ ａ の 環 の 大 き さ を 調 整 す る た め の コ ー ド （ ひ も ） ７ と 、 コ ー ド ７ を 調 整 し
た 長 さ に 係 止 す る コ ー ド ス ト ッ パ ー ７ ａ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 コ ー ド ７ は ゴ ム 等 の 弾 性
部 材 を 使 用 す る と よ い 。 ま た 、 帯 状 体 ６ ａ の 上 縁 ６ ｃ の 全 周 に は フ ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ｂ が
縫 い 合 せ て 取 付 け ら れ て い る 。 フ ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ｂ は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す フ ァ ス ナ チ ェ
ー ン ３ ａ と 略 同 様 の 形 態 で あ り 、 フ ァ ス ナ テ ー プ ４ の 側 端 部 に 複 数 の フ ァ ス ナ 務 歯 ４ ａ ，
４ ａ ， … が 取 付 け ら れ て 配 設 さ れ た も の で 、 フ ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ｂ に ス ラ イ ダ ５ を 嵌 装 さ
せ て フ ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ａ 、 ３ ｂ の 各 フ ァ ス ナ ー 務 歯 ４ ａ ， ４ ａ ， … に 沿 っ て 摺 動 さ せ る
こ と で 、 フ ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ａ 、 ３ ｂ の 各 フ ァ ス ナ 務 歯 ４ ａ ， ４ ａ ， … を か み 合 わ せ た り
外 し た り で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ （ ｃ ） に 示 す 布 製 の 環 状 つ ば ８ の 上 縁 ９ の 全 周 に は フ ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ｃ が 縫 い 合 せ
て 取 付 け ら れ て い る 。 フ ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ｃ は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す フ ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ｂ
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と 同 様 の 形 態 で あ り 、 フ ァ ス ナ テ ー プ ４ の 側 端 部 に 複 数 の フ ァ ス ナ 務 歯 ４ ａ ， ４ ａ ， … が
取 付 け ら れ て 配 設 さ れ た も の で 、 ス ラ イ ダ ５ を 嵌 装 さ せ て フ ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ａ 、 ３ ｂ の
各 フ ァ ス ナ ー 務 歯 ４ ａ ， ４ ａ ， … に 沿 っ て 摺 動 さ せ る こ と で 、 フ ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ａ 、 ３
ｂ の 各 フ ァ ス ナ 務 歯 ４ ａ ， ４ ａ ， … を か み 合 わ せ た り 外 し た り で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
次 に 、 図 ２ 、 図 ３ を 参 照 し て 、 帽 子 の 基 本 の 外 観 形 状 を 他 の 外 観 形 状 に 変 更 し た 多 機 能 性
帽 子 の 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ の 部 分 拡 大 図 に 示 し た よ う に 帽 子 本 体 １ の フ ァ ス ナ チ ェ
ー ン ３ ａ は 、 帽 子 本 体 １ の 縁 部 で 両 面 の 布 １ ａ ， １ ａ の 縁 部 で 両 面 の 布 １ ａ ， １ ａ 内 に 収
納 さ れ て 埋 設 し た 状 態 で 、 線 １ ｂ の 位 置 で 縫 い 合 せ て 取 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 サ ン バ イ
ザ ー ６ の フ ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ｂ は 、 サ ン バ イ ザ ー ６ の 両 面 の 布 ６ ｄ ， ６ ｄ の 縁 部 で 両 面 の
布 ６ ｄ ， ６ ｄ か ら 突 出 し た 状 態 で 、 線 ６ ｅ の 位 置 で 縫 い 合 せ て 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
帽 子 本 体 １ の フ ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ａ に 嵌 装 さ れ て い る ス ラ イ ダ ５ を 、 サ ン バ イ ザ ー ６ の フ
ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ｂ に 嵌 装 さ せ る 。 そ し て 、 ス ラ イ ダ ５ を フ ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ａ 、 ３ ｂ の
各 フ ァ ス ナ ー 務 歯 ４ ａ ， ４ ａ ， … に 沿 っ て 摺 動 さ せ る と フ ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ａ 、 ３ ｂ の 各
フ ァ ス ナ 務 歯 ４ ａ ， ４ ａ ， … が か み 合 っ て い き 、 フ ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ａ 、 ３ ｂ は 並 列 に 接
合 さ れ て 、 帽 子 本 体 １ の 下 縁 ２ が サ ン バ イ ザ ー ６ の 帯 状 体 ６ ａ の 上 縁 ６ ｃ に 接 合 さ れ て 、
ス ポ ー ツ 帽 子 １ ０ を 形 成 す る 。 こ の 場 合 、 帽 子 本 体 １ の フ ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ａ は 、 帽 子 本
体 １ の 縁 部 で 両 面 の 布 １ ｂ ， １ ｂ 内 に 埋 設 し た 状 態 で 取 付 け ら れ て い る の で 、 フ ァ ス ナ チ
ェ ー ン ３ ａ 、 ３ ｂ の 接 合 面 は 、 布 １ ｂ で 覆 わ れ て 外 部 か ら は 見 え に く く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の よ う に し て 、 帽 子 本 体 １ と し て 使 用 さ れ た り 、 サ ン バ イ ザ ー ６ と し て 使 用 さ れ た り し
た ２ つ の 帽 子 は 、 一 体 化 し た ス ポ ー ツ 帽 子 １ ０ に 外 観 形 状 を 変 更 さ れ る と 、 ス ポ ー ツ 帽 子
１ ０ と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の ス ポ ー ツ 帽 子 １ ０ は 、 コ ー ド ス ト ッ パ ー ７ ａ を 操
作 し て コ ー ド ７ を 使 用 者 の 頭 部 の 大 き さ に 調 整 し た 長 さ で 係 止 す る こ と が で き 、 ス ポ ー ツ
帽 子 １ ０ を 頭 部 に し っ か り と 装 着 す る こ と が で き 、 帽 子 と し て の 機 能 は 維 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 帽 子 本 体 １ の フ ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ａ に 嵌 装 さ れ て い る ス ラ イ ダ
５ を 、 環 状 つ ば ８ の フ ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ｃ に 嵌 装 さ せ る 。 そ し て 、 ス ラ イ ダ ５ を フ ァ ス ナ
チ ェ ー ン ３ ａ 、 ３ ｃ の 各 フ ァ ス ナ ー 務 歯 ４ ａ ， ４ ａ ， … に 沿 っ て 摺 動 さ せ る と フ ァ ス ナ チ
ェ ー ン ３ ａ 、 ３ ｃ の 各 フ ァ ス ナ 務 歯 ４ ａ ， ４ ａ ， … が か み 合 っ て い き 、 フ ァ ス ナ チ ェ ー ン
３ ａ 、 ３ ｃ は 並 列 に 接 合 さ れ て 、 帽 子 本 体 １ の 下 縁 ２ が 環 状 つ ば ８ の 上 縁 ９ に 接 合 さ れ て
、 つ ば 付 き 帽 子 １ １ を 形 成 す る 。 こ の 場 合 も 、 フ ァ ス ナ チ ェ ー ン ３ ａ 、 ３ ｂ の 接 合 面 は 、
帽 子 本 体 １ の 布 １ ｂ で 覆 わ れ て 外 部 か ら は 見 え に く く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 考 案 の 効 果 】
本 考 案 の 多 機 能 性 帽 子 に よ れ ば 、 半 球 状 の 帽 子 本 体 や サ ン バ イ ザ ー の よ う な 基 本 の 外 観 形
状 の 帽 子 を 一 体 化 し て 、 他 の 形 状 の ス ポ ー ツ 帽 子 に 変 更 さ せ た り 、 帽 子 本 体 に 環 状 つ ば を
取 付 け て 一 体 化 し て つ ば 付 き 帽 子 に 変 更 さ せ た り し て も 外 観 形 状 が 異 な る だ け で な く 、 帽
子 と し て の 機 能 は 維 持 さ れ て ス ポ ー ツ 帽 子 、 つ ば 付 き 帽 子 と し て 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
し た が っ て 、 半 球 状 の 帽 子 本 体 や サ ン バ イ ザ ー を 基 本 の 外 観 形 状 の 帽 子 と し て の 使 用 だ け
で な く 、 帽 子 本 体 と サ ン バ イ ザ ー を 一 体 化 し た り 、 帽 子 本 体 に 環 状 つ ば を 取 付 け た り し て
基 本 の 外 観 形 状 を 他 の 形 状 に 変 更 さ せ た ス ポ ー ツ 帽 子 や 、 つ ば 付 き 帽 子 に 変 更 し て 使 用 が
で き る た め 、 帽 子 本 体 や サ ン バ イ ザ ー と し て 使 用 し て い る と き に 、 日 差 し が 強 く な っ た 時
に は 半 球 状 の 帽 子 本 体 を つ ば 付 き 帽 子 と し て 使 用 し た り 、 雨 天 に な っ た ら サ ン バ イ ザ ー を
ス ポ ー ツ 帽 子 と し て 使 用 し た り で き る 等 優 れ た 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 （ ａ ） は 帽 子 本 体 の 斜 視 図 で あ る 。
（ ｂ ） は サ ン バ イ ザ ー の 斜 視 図 で あ る 。
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（ ｃ ） は 環 状 つ ば の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ （ ａ ） の 帽 子 本 体 と 図 １ （ ｂ ） の サ ン バ イ ザ ー と の 一 体 化 を 説 明 す る た め の
一 部 切 欠 き 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ （ ａ ） の 帽 子 本 体 に 図 １ （ ｃ ） の 環 状 つ ば を 取 付 け た つ ば 付 き 帽 子 の 斜 視 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 帽 子 本 体
１ ａ ， ６ ｄ 　 布
１ ｂ ， ６ ｅ 　 線
２ 　 帽 子 本 体 の 下 縁
３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ 　 フ ァ ス ナ チ ェ ー ン
４ 　 フ ァ ス ナ テ ー プ
４ ａ 　 フ ァ ス ナ 務 歯
５ 　 ス ラ イ ダ
５ ａ 　 引 手
６ 　 サ ン バ イ ザ ー
６ ａ 　 帯 状 体
６ ｂ 　 ひ さ し
６ ｃ 　 帯 状 体 の 上 縁
７ 　 コ ー ド
７ ａ 　 コ ー ド ス ト ッ パ ー
８ 　 環 状 つ ば
９ 　 環 状 つ ば の 上 縁
１ ０ 　 ス ポ ー ツ 帽 子
１ １ 　 つ ば 付 き 帽 子
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【 図 ３ 】
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